
好中球減少症の治療を受ける患者様へ 好中球減少症(G-CSF)パス【02027-00】　　

日付 ／　　 ／ ／

入院日数 １日目 2日目 ７日目

イベント 入院日 退院日

内服

注射

検査 ・採血があります
【３日目】【５日目】

・採血があります

治療

処置

食事

飲水

清潔

排泄

安静

活動

・採血結果次第で個室に
いた方は大部屋に移りま
す

・入院手続き後入院診療計画書をお渡
しします

・医事課の者より明細書をお伝えします。精算は1階
の②番窓口で行なって下さい
・診察券、次回外来予約票を退院時に看護師よりお
渡しします。

注）現時点で考えられる予定であり変更になることがあります 市立札幌病院　消化器内科・6階東病棟　2015年4月、2021年3月、2023年9月、2024年3月改訂　　 

□検査データ上はコントロールができている
【３日目】【５日目】

・白血球数の減少/炎症反応がないかを検査値で確認し、結果により白血球を増加させる注射をしま
す。また、炎症反応が上昇した場合、抗生物質の注射をすることがあります

・採血の結果で白血球を増加させる注射をすることがあります。また、炎症反応
値が陽性を示している場合、抗生物質を継続します

・感染予防のため加熱食となります。生もの(刺身・果物など）は摂取しないでください。病院食以外
の摂取は控えてください

治療中

説明

指導

・採血結果次第で普通食になります

・白血球と白血球に含まれる好中球(→感染を予防する働きがある）の数値で感染予防のため個室に入っていただくことがあります。また、面会の制限をしていただくことがありま
す。
・手洗い/うがいを行い廊下、棟外に出る際にはマスクを着用してください

目標

毎日看護師と

評価します

□検査データ上はコントロールができ
ている
□検査、治療について理解できる
□感染予防行動がとれる
□指示を守ることができる
□検査データがコントロールされてい
る

・１日３回体温、脈拍数、血圧を測定します

・シャワー不可、タオルで体を拭きます ・採血結果次第でシャワー浴可になります

患者氏名：　　　　　　　　　　　　様　　　　入院病棟：　　　　　病棟　　　　　　　主治医：　　　　　　　　　　　受け持ち看護師：　　　　　　　　　　　No1/1

／

3日目～６日目

□解熱傾向にある
□感染予防行動がとれる

□発熱がない
□骨髄抑制が許容範囲内である
□感染予防行動がとれる

□検査データ上はコントロールがで
きている
□検査、治療について理解できる
□感染予防行動がとれる

・マスクをつけて棟内、もしくは個室内まで

退院基準：発熱など感染兆候がない
白血球が5000以上になる


